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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年2月21日(2008.2.21)

【公表番号】特表2003-518539(P2003-518539A)
【公表日】平成15年6月10日(2003.6.10)
【出願番号】特願2001-548605(P2001-548605)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  69/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/34     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/49     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  69/00    　　　　
   Ｃ０８Ｊ   5/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/34    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/49    　　　　
   Ｃ０８Ｌ 101/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成19年12月11日(2007.12.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　ポリカーボネート、少なくとも１種の衝撃変性剤、少なくとも１種の
リン含有耐炎剤、および高純度タルクを含有し、該タルクがタルクに対して各成分ＭｇＯ
含有量30.5～32重量％、ＳｉＯ2含有量60～62.5重量％およびＡｌ2Ｏ3含有量0.7重量％未
満であることを特徴とし、前記タルクがさらに、少なくとも50％重量のタルクでの最大直
径2.5μm以下を有するタルク粒子(ｄ502.5μm以下)で特徴付けられる、組成物。
　　【請求項２】　少なくとも１種の芳香族ポリカーボネート40～98重量％、少なくとも
１種のグラフトポリマー0.5～50重量％、少なくとも１種のリン含有耐炎剤0.5～40重量％
、およびタルク0.05～40重量％を含有する、請求項１記載の組成物。
　　【請求項３】　衝撃変性剤として、少なくとも１種のビニルモノマー5～95重量％の
、ガラス転移温度10℃未満の少なくとも１種のグラフトベース95～5重量％への、１種ま
たはそれ以上のグラフトポリマーを含有する、請求項１～２いずれかに記載の組成物。
　　【請求項４】　モノおよびオリゴリン酸またはリン酸エステル、ホスホネートアミン
およびホスファゼンの群から選択される、少なくとも１種のリン含有耐炎剤を含有する、
請求項１～３いずれかに記載の組成物。
　　【請求項５】　一般式(IV)
【化１】
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式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3およびＲ4は、互いに独立して、必要に応じてハロゲン化されたＣ１

－Ｃ８アルキル、Ｃ5－Ｃ6シクロアルキル、Ｃ6－Ｃ20アリールまたはＣ7－Ｃ12アラルキ
ルであり、それぞれ必要に応じてアルキルおよび/またはハロゲンで置換されていてもよ
く、
置換分ｎは互いに独立して０または１であり、
ｑは０～３０を表し、および
Ｘは、炭素数6～30の単核または多核芳香族基、または炭素数2～30を有する直鎖状もしく
は分枝状脂肪族基を表し、ＯＨ置換されていても８までのエーテル結合を含んでいてもよ
い、
の、少なくとも１種のリン化合物を耐炎剤として含有する、請求項１～４いずれかに記載
の組成物。
　　【請求項６】　式
【化２】

式中、ｑは0.3～10である、
の化合物を耐燃剤として含有する、請求項１～５いずれかに記載の組成物。
　　【請求項７】　たれ防止剤としてフッ素化ポリオレフィンを含有する、請求項１～６
いずれかに記載の組成物。
　　【請求項８】　たれ防止剤としてフッ素化ポリオレフィンをエマルジョンまたはバル
クＡＢＳまたはそれらの混合物またはビニル(コ)ポリマーとの凝集物、プレコンパウンド
またはマスターバッチの形態で含有する、請求項７記載の組成物。
　　【請求項９】　少なくとも１種の芳香族ポリカーボネート50～90重量％、衝撃変性剤
としてエマルジョンまたはバルクＡＢＳまたはそれらの混合物1.5～25重量％、少なくと
も１種の請求項１１記載の耐炎剤2～20重量％、ビニル(コ)ポリマー0～20重量％、および
請求項１記載のタルク1～20重量％を含有し、そして成分の合計が100である、ポリカーボ
ネート組成物。
　　【請求項１０】　肉厚1.5mm以下でのUL94V試験をV-0でパスすることを特徴とする、
請求項１～９いずれかに記載のポリカーボネート組成物。
　　【請求項１１】　各種の成形物品および成形品の製造における、請求項１～１０いず
れかに記載のポリカーボネート組成物の使用。
　　【請求項１２】　請求項１～１０いずれかに記載のポリカーボネート組成物から得ら
れる、成形物品および成形品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９８】
　フッ素化ポリオレフィンは、グラフトポリマーＢまたは好ましくはスチレン/アクリロ
ニトリルベースのコポリマーを有するプレコンパウンドの形態で使用され得る。フッ素化
ポリオレフィンは、粉末の形態で、グラフトポリマーまたはコポリマーの粉末または顆粒
と混合され、一般に208～330℃の温度で、インターナルミキサー、押出機および２軸スク
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リューなどの通常使用される装置などで溶融コンパウンドされる。 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１００
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１００】
　凝固物、プレコンパウンドおよびマスターバッチは、通常、フッ素化ポリオレフィンの
固形分5～95重量％、好ましくは7～60重量％を有する。


	header
	written-amendment

